
自由意見

越美北線の時刻表について。特に移動時間に大きな問題あり。福井駅へ着く時間を8時ごろに着くよう運動をしてほしい。現在は７：３９と
８：３３と前者は早すぎ、後者は遅すぎて、利用者が少なくなってきている。若者の大野離れが進んでいるのが現状だ。

大野地区ワークショップでのアンケート集計結果

市の現状、市民が思う現状について知るために、今回新聞から情報を得て参加いたしました。ワークショップの進め方を知るという意味も
含んでおりましたが、テーブルについて話し合う機会があると、テーブルに座る意義があるのかなと思いました。ともあれ、市民の方が意見
をうかがう機会としてのワークショップとして見た場合、目標は達成されており、自身にとって意義のある時間となりました。若者世代の参加
が少ない、という現状も分かりましたので、若者・子育て世代の意見を聞くワークショップなど、今後も開催していただけますと大変ありがた
いです。

これからの時代、行政と市政のパートナーシップにより運営が求められます。いかに自分のまちを「自分ごと」として考え、行動することがで
きるか、行政はその場合を提供できるか。前向きな議論と明確な方向性を。

前向きな意見がなく残念でした。これでは大野はすたれるばかりだと思いました。声の大きな人に引きずられてしまい、議論を深めることが
できなかったと思います。集まった人が良くなかったのかもしれません。

ワークショップは不満の言い合いにならないように進めてください。意見、提案の集約方法に気をつかっていただきたい。

大野は、人が育っていないのでは。今日のワークショップで15年後を描くなら、１０代、２０代、３０代の若い人たちの意見を聞くべき。その点
からも、若い人たちが参画する環境づくりが肝心。大野人はひかえめな、おとなしい性格が多く、ワークショップは向かないと思う。

名水のまち大野市。結の故郷大野をキーワードとして毎日の生活で恩恵を受けていることを見直していきたい。

ワークショップにて個人的提案をさせていただきました。

大野地区は数十年前に婦人会がなくなり、体育協会も第3地区、第4地区が分団体育協会がなくなり、大変地域力が低下しています。市民
協働の精神がなくなりつつあり、地域力向上の仕組みづくりをするべきだと思います。

特化したまちづくり、ブランド開発等々進めていき、使わない、いらない施設の廃止。福祉の充実（医療費、給食費の無料化まで進められる
か）10年後の大野をみてみたいものです。

人が元気になるには、区長、民生委員になるのが嫌だと言う人が多いうちはダメだと思います。地区民の世話をしてくださる人を育てるた
めにはどうしたらいいか行政は考えるべきである。

第六次計画の基本コンセプトを何にしたいのか不明。これをワークショップで打ち出そうとしても無理ではないか。今回のやり方では第5次
計画の不平・不満のみ出てくるだけだと思う。

市の財政が分かりませんが、いろいろな施設等とか他の市町等の評判で真似していた方策が進められているように思います。私は大野に
ある昔からのをもっと大事にして伸ばす政策をお願いしたい。本日のワークショップに参加して初めてのことで資料もよく分からないまま終
わってしまい残念でした。

大地震による長期の停電になった場合のライフラインの確保についての対策を考える。

雪に強いまちづくりについて、除雪車両等に金を使いすぎだと思う。水の都をうたっている大野だから、もっと流雪溝の整備をして、市民一
人ひとりが自分の前くらい除雪した方がよいと思う。
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せっかく時間を作って参加したが、市民の声を聞く等のワークショップではなかったと思う。
学校再編について、市民に対する説明会及び市民の声を聞く機会がないのでは。
道の駅を大きな施設を作るように聞いていいるが、道の駅がつぶれるところが多いのでもっと考えてほしい。皆が活用するかは大きな問題
だと思う。
空き家が足りませんのチラシを見ましたが、市内は空き家がたくさんあると思います。市職員が足で歩いて町内を見てほしい。
大野市の観光である水、御清水の清掃、保存等をしっかりしてほしい。御清水の清掃で大変苦労をしています。

１．シールの多い分野については、第５次を検討していただき改善企画をしてほしいと思います。
２．１～３８の基本施策も検討して残すもの削るものを整理してほしいと思います。
３．本日の参加の人に後日提案、提言等の意見を求めていただくとありがたいと思います。
４．参加した人の自由な意見は議事録化されるとのことですが、抜本的な好提言であるのか審査願いたい。

自主的に参加した人に、もっと発言していただくような手法がほしいと思います。年配の人がずらっと並んでいると話しにくいと思います。

平成１７年に市町合併の時、越前市を見本にしたと思うが、芸術文化がまったくない。
市民への情報提供が少ないと思う。全員の市民にすべてのことがわかるようにしてほしい。

これから後、このワークショップをどう生かすか。再度、会を開きより多くの市民の声を反映してほしい。またアンケートの声も会に生かして
いく。

赤根川、雑草を刈るのはいいんですが、後そのままで川がだんだんと細くなっています。どうかなりませんか。カルガモの親子が来にくく
なっていて、上流で見かけました。大野城の下の川なのでちゃんとすべきではないですか。

大前提として今日のワークショップの進め方に疑問あり！
①第５次計画の「検証」⇒第６次への「反映」これが基本です。
②「ＳＤＧｓ」一般の方は「何のこっちゃ！？」でしたよ。
※和室（すわり）は今の時代、ダメです。（イス方式で）

人口減少防止にもっと真剣に取り組んでほしい。
あまり意義のないワークショップだった。
第五次のことより、第六次にどんなことを望むのかを中心に話の場をもってほしかった。
SDGｓって何ですか？
ファシリテーターしゃべりすぎ、進行が強引すぎる。
なぜ市職員が進行しないのですか？


